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概略

動物の獲得免疫系のように生体防御に特化した細胞を持たない植
物は、個々の細胞が病原体を認識し、防御する自然免疫能を保持
している。病原菌など微生物由来の物質（鞭毛、キチン）は、植
物側のパターン認識受容体（レセプター様キナーゼ）が認識する。
MAPキナーゼ経路はこれらパターン認識受容体の下流で機能し、
基質のリン酸化を介して防御反応を制御している。MAPキナーゼ
経路は、3種類のプロテインキナーゼがリン酸化を介して連鎖的に
活性化することで、様々な受容体からの情報を、核や細胞質へ伝
達するモジュールである。しかしながら、MAPキナーゼ経路に対
する調節機構、及びMAPキナーゼ経路以降のシグナル伝達の多く
は不明である。この一端を明らかにするため、演者がこれまで携
わってきた植物免疫シグナル伝達におけるシロイヌナズナMAPキ
ナーゼ経路と、本学着任後新規に立ち上げた研究について、本セ
ミナーで概説する。
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